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単 元 名 

（教科・科目の場合のみ） 

 

使用したアプリ等 Chromebook（スクリーンキャプチャ機能）、YouTube 

実践の概要（ねらい等） 

校内研修、業務の引継をオンデマンド動画にてアーカイブ化

することにより、業務負担の軽減と改善を図った。 

実践の内容 

［ねらい］ 

 動画コンテンツを作成する際、従来は Chromebookで画面録画機能を使用するために拡

張アプリの「Screencastify」を使用する事例が多かったが、無料版では 10 分の録画時

間制限があったり、ウォーターマークが挿入されたりと使いづらい部分があった。しか

し、ChromeOSのアップデートにより Chromebookに画面録画機能が備わったため、これを

授業動画作成だけではなく、校内研修や校務においても活用することを図った。 

（１） 外部に公開する公式チャンネル（TVの放送局のよ

うなもの、作成した動画コンテンツを一括管理でき

る）は校内管理者が作成できるアカウントにて作

成。校内向けのチャンネルは管理者アカウントにて

チャンネルを作成し、チャンネル権限の付与によっ

て権限を付与されたアカウントからであれば簡単

に動画のアップロード等を可能とした。 

⇒ 権限を付与することでアカウントを切り替える（ログインする）ことなく、

YouTubeの画面から簡単にチャンネル（動画を配信する放送局のようなもの）を

切り替えることが可能となる。 

⇒ 15 分以上の動画をアップロード可能とするためには認証が必要であるが、スマ

ートフォンではなく学校の電話番号を使用することも可能（２回／年） 

（２） 動画の作成は原稿等を作成することなく、実際の操作をしながら従来の紙ベース

のマニュアルを説明することを意識した。 

（３） 動画の公開設定は「非公開（県統一ドメイン内のみ公開）」と「限定公開（リンク

を知っている全員に公開）」を使い分けている。再生リストは作成していない。 

⇒ 再生リストを作成した場合、リスト自体が公開となるため限定公開の動画も公開

設定と同様になってしまうため。 

（４） 公開されている動画は校内で使用している校務の電子化ツールのマニュアルや

１人１台端末活用の校内向けマニュアル、実践事例報告も動画で公開している。ま



た校内研修では集合研修を実習（体験）中心として、操作方法や説明部分は動画に

よるオンデマンド配信とすることにより受講者の負担軽減を図り、その動画がアー

カイブされることで、学校の資産として残すことができるようにした。 

（５） 令和３（２０２１）年１２月現在、９テー

マ１９本の動画を作成し、アップロードして

いる。 

（６） 校内には動画編集用ＰＣを２台導入し、

編集等が必要な場合にも対応可能としてい

る。 

［今後の展開］ 

 当初は Chromebook による授業動画の作成の敷

居を下げるために、操作画面の録画をしながらナ

レーションを入れただけの動画を公開していた

が、現在は動画編集ソフトを活用して文字テロップを挿入したり画面上の注目すべき部

分に枠を挿入したりすることによってよりわかりやすい動画の作成に取り組んでいる。

このような動画を公開することにより、今後拡大していくと思われる授業動画作成のノ

ウハウやヒントを得ることも可能となる。 

 また、学校祭の動画を校内で共有することにより、係分担で学校祭に参加できなかっ

た教員も学校祭の様子を見ることができるようにすることで帰属意識の向上にも努めて

いる。 

 今後は増えてきた動画を Googleサイトやドキュメントを活用してまとめ、新任者研修

にも活用できるようにしていきたい。 
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